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患側は Ulnar bow sign（尺骨が前方凸の変
形あり）
尺骨が前方凸だと橈骨頭の脱臼を来たしやす
いので注意して経過観察する
A２．シーネ固定をして経過観察
１年後 橈骨頭前方亜脱だが無症状→観察中
初回の治療が正しいか判断に悩む
初期に橈骨頭の脱臼があれば尺骨の矯正骨切
りが望ましい
［症例３］．１２歳，女子．主訴：肘前方の骨性
隆起と軽度運動時痛 モンテジア骨折後の橈骨
頭脱臼放置６年１ヵ月
Acute plastic bowing（急性可塑性変形）
－６２－ 北整・外傷研誌Vol．２６．２０１０
Q１．脱臼を整復すべきか
１．する
２．しない
Q２．整復方法（複数回答可）
１．尺骨矯正骨切り
２．１＋尺骨延長
３．創外固定で１
４．輪状靭帯再建
５．他
A１．整復すべきかどうか議論のあるところで
ある．われわれの経験では受傷から４年未満の
ものは整復位を保つがそれ以上になると手術し
ても再脱臼したり変形性関節症を来たす可能性
が高い．今回は観血的整復を行った．
A２．尺骨延長骨切り術＋輪状靭帯再建
術後２年４ヵ月 整復位
頚部絞扼像なし OAなし
北整・外傷研誌Vol．２６．２０１０ －６３－
［症例４］．３９歳，男性．主訴：手，肘関節の
可動域制限．既往：橈骨頭脱臼放置３１年．
Q１．脱臼を整復すべきか
１．する
２．しない
A１．整復しない このまま脱臼を放置する
橈骨頭脱臼長期放置例では，疼痛はなく機能
的予後は比較的良好よい
－６４－ 北整・外傷研誌Vol．２６．２０１０
